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令和元年 第７回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和元年７月２９日午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和元年第７回栗原市農

業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第  ３  事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ７ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ４号 農用地利用集積計画について 

日程第１１ 議案第 ５号 農用地利用集積計画変更について 

日程第１２ 議案第 ６号 非農地証明願について 

 

 

 

１ 出席委員 （２３名） 

１番 三 浦  正 勝 委員、      ２番 大 黒  昭 夫 委員、  

３番 阿 部  一 信 委員、      ４番 吉 田  優 俊 委員、 

５番 岩 淵  敬 一 委員、      ６番 佐 竹  きみ子 委員、 

７番 狩 野  善 典 委員、       

９番 曽 根  金 雄 委員、     １０番 千 葉  優 子 委員、 

  １１番 鈴 木  春 江 委員、     １２番 尾 形  陽一郎 委員、 

  １３番 及 川  正 一 委員、     １４番 多 田  仁 一 委員、 

  １５番 佐々木  吉 司 委員、     １６番 菅 原  英 俊 委員、 

１７番 岩 渕    弘 委員、     １８番 佐々木    弘 委員 

  １９番 佐 藤    勝 委員、     ２０番 狩 野  和 義 委員、 

  ２１番 秋 山  憲 義 委員、     ２２番 米 山  嘉 彦 委員、 

  ２３番 黒 澤  光 啓 会長職務代理者、２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

 

２ 欠席委員 （１名） 

８番 大 場  裕 之 委員 
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３ 議事に参与した者 

事務局長        小野寺  昭 仁 

事務局長補佐      阿 部  泰 憲 

農地農政係 主 査   白 鳥    峻 

農地農政係 主 査   千 葉  美 香 

   農地農政係 主 事   千 葉  和 哉 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長（会長） 

ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

ただいまから、令和元年第７回栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

議長（会長） 

ただいまの出席委員は、２３名であります。定足数に達しておりますので、直ちに会議

を開きます。 

 

議長（会長） 

 欠席の通告があります。 

 議席番号８番 大場 裕之 委員から、所要のため欠席の通告があります。 

 

議長（会長） 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

なお、議案説明等のため、事務局長ほか関係職員を出席させております。 

 

 

議長（会長） 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、議席番号９番 曽根 金雄 委員、議席番号１０番 千葉 優子 

委員の両名を指名いたします。 

 

 

議長（会長） 

日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りいたします。本総会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、これに、ご異

議ございませんか。 
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―［異議なし］の声― 

 

議長（会長） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本総会の会期は、本日１日間と決定しました。 

 

 

議長（会長） 

日程第３、事務報告を行います。 

事務局長から報告いたします。 

 

事務局長 

議案資料に基づき、６月２７日から７月２９日までの事務・事業実施結果並びに７月

３０日から９月９日までの事務・事業予定について、説明報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

 

議長（会長） 

 日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、を報告します。 

 初めに、第１区の番号１番から４番までの４案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 ６０７㎡、排水不良の改善を図るための盛土

で、完了後は、転作田としてかぼちゃを作付する旨の１案件、 

番号２番は、築館地区の畑１筆 １，６５４㎡、 

番号３番は、築館地区の畑１筆 １，５７７㎡、いずれも、同一計画の関連案件で、排

水不良の改善を図るための盛土で、完了後は、牧草を作付けする旨の２案件、 

番号４番は、一迫地区の畑１筆 ３，４９７㎡の内 １２９．６０㎡、畜産経営の拡大

を図るため、農業用施設として簡易牛舎を設置する旨の１案件、 

以上、４案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、去る７月２３日、議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者、農地利用最適

化推進委員の 氏家 優一 委員及び 鈴木 孝夫 委員が現地確認調査を行っておりま

すので、その結果の報告をお願いいたします。 
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 それでは、氏家 優一 推進委員から報告願います。 

 

氏家 優一 推進委員 

 農地の現状変更届について、去る７月２３日、現地確認調査を行ってまいりました。 

 番号１番の地目は田でありますが、現地を確認しますと、周辺農地と同様に雑草が繁茂

している農地であり、今回の届出は、排水不良の改善を図るための盛土ということであり

ますので、特に周辺農地に与える影響は無いものと確認しました。 

 番号２番及び３番の地目は畑であり、現地を確認しますと、周辺農地と落差がある畑と

なっており、畑作に向いていないことから、耕作条件改善のための盛土で、周辺農地に与

える影響は無いものと確認しました。 

 番号４番の地目は畑であり、現地を確認しますと、草刈等も行われ管理されている畑で

ありました。今回の申出は、簡易畜舎を設置するものでありますが、周辺農地も届出人の

所有地となっておりますので、特に問題はないものと確認しました。 

以上、報告いたします。 

 

議長（会長） 

 次に、第２区の番号５番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第２区の番号５番は、若柳地区の田１筆 １５８㎡の内 ３２㎡、農作業の効率性を高

めるため、農道が狭いことから農道を拡張する旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に、去る７月２４日、議席番号１４番 多田 仁一 委員、農地利用最適化推進委員

の 小野 大介 委員及び 阿部 正一 委員が現地確認調査を行っておりますので、そ

の結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、阿部 正一 推進委員から報告願います。 

 

阿部 正一 推進委員 

 報告第１号の番号５番について、去る７月２４日、書類審査及び現地確認調査を行って

まいりました。 

 詳細については、事務局から説明があったとおりであり、農道を拡幅するもので、現に

工事も進んでおり、特に問題はないものと確認しましたので、報告いたします。 

 

議長（会長） 

 これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 

 



 5 

議長（会長） 

 日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告しま

す。 

第１区の番号１番から３番までの３案件、第２区の番号４番から９番までの６案件、併

せて９案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、一迫地区の田５筆 ７，７５５㎡、売買のためによる基盤法の賃

貸借権設定解約の１案件、 

番号２番及び３番は関連で、一迫地区の田２筆 ５７３㎡、売買のためによる農地中間

管理事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

第２区の番号４番及び５番は関連で、若柳地区の田１筆 １５８㎡、双方合意による農

地利用集積化円滑事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号６番及び７番関連で、金成地区の田１筆 ６，８５０㎡、売買のためによる農地中

間管理事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号８番は、志波姫地区の田４筆 ５，４３９㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸

借権設定解約の１案件、 

番号９番は、志波姫地区の田４筆 １０，６３３㎡、経営を法人に移行するためによる

基盤法の賃貸借権設定解約の１案件、 

以上、９案件を説明報告。 

 

議長（会長） 

これで、日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、報

告を終わります。 

 

 

議長（会長） 

日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、を報告します。 

第２区の番号１番及び２番の２案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第２区の番号 1 番及び２番は関連で、金成地区の畑１筆 ２．９３㎡、贈与のためによ

る農地中間管理事業の使用貸借権設定解約の２案件を説明報告。  

 

議長（会長） 

これで、日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 
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議長（会長） 

日程第７、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 

初めに、第１区の番号１番から１０番までの１０案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 １，８３０㎡、経営を引き継ぐためよる持

分の家族への所有権移転贈与の１案件、 

番号２番は、高清水地区の田２筆 １，５３３㎡、相手方の要望による所有権移転贈与

の１案件、 

番号３番は、一迫地区の田５筆 ７，７５５㎡、 

番号４番は、一迫地区の田２筆 ５７３㎡、 

番号５番は、一迫地区の田１筆 ３，８３８㎡、 

番号６番は、一迫地区の田５筆 １０，２９９㎡、畑４筆 １，５０９㎡、合計  

１１，８０８㎡、いずれも、経営規模拡大による所有権移転売買の４案件、 

番号７番は、一迫地区の田１筆 ３８２㎡、 

番号８番は、一迫地区の田１筆 ５７７㎡、いずれも、相手方の要望による所有権移転

贈与の２案件、 

番号９番は、市外取得者の案件で、瀬峰地区の畑１筆 ３，５９９㎡、相手方の要望に

よる所有権移転売買の１案件、 

番号１０番は、瀬峰地区の田４５筆 ６１，３１６．５８㎡、畑１３筆 １５，６６６

㎡、合計 ７６，９８２．５８㎡、農業者年金受給のため親子間の経営継承による使用貸

借権設定の１案件 

以上、１０案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長（会長） 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者から報告願います。 

 

２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者 

議案第１号、農地法第３条許可申請について、去る７月２３日に書類審査及び現地確認

を行いました。 

番号１番から１０番までの詳細については、事務局から説明があったとおり、労力不足

や財産処分、親子間の経営継承による贈与となっており、許可にあたっては、許可審査要

件であります全部効率要件や地域緩和要件を勘案しますと、特に問題ないものと判断して

まいりました。 
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 なお、番号９番につきましては、市外取得者でありますが、既に瀬峰地区に農地を取

得している方でありますし、申請地内に一部建物が見受けられましたが、農機具置場及び

作業所でありましたので、特に問題はないものと判断いたしました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号１１番から１３番までの３案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号１１番は、若柳地区の田１筆 １，１４９㎡、相手方の要望による所有

権移転売買の１案件、 

番号１２番は、金成地区の田２２筆 ２２，６５８．３０㎡、畑１筆 ２６４㎡、合計 

２２，９２２．３０㎡、農業後継者への経営継承による持分２分の１の所有権移転贈与の

１案件、 

番号１３番は、志波姫地区の田５９筆 １０８，４４１㎡、畑３筆 ６，５９５㎡、合

計 １１５，０３６㎡、農業者年金受給のため親子間の経営継承による使用貸借権設定の

１案件 

以上、３案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、阿部 正一 推進委員から報告願います。 

 

阿部 正一 推進委員 

議案第１号 農地法第３条許可申請についての番号１１番から１３番まで、去る７月

２４日に書類審査及び現地調査を行いました。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、 

番号１１番は、労力不足により地元の農業者に売買するもので、許可にあたっては特
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に問題はないものと、 

番号１２番は、親子間の経営移譲による贈与であり、許可にあたっては特に問題はな

いものと、 

番号１３番は、農業者年金を受給するために、親子間の経営継承による使用貸借権設

定であり、これについても許可にあたっては特に問題ないものと判断いたしました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号１４番から１９番までの６案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号１４番は、栗駒地区の畑１筆 １９９㎡、相手方の要望による所有権移転

売買の１案件、 

番号１５番は、栗駒地区の畑１筆 ２８８㎡、経営規模拡大による所有権移転売買の１

案件、 

番号１６番は、栗駒地区の田１筆 ４３８㎡、畑１筆 ３３８㎡、合計 ７７６㎡、空

き家に付属する農地指定の承認を受けた農地で、自家用野菜畑と利用するためによる所有

権移転売買の１案件、 

番号１７番は、栗駒地区の畑１筆 ７１４㎡、経営規模拡大による所有権移転売買の１

案件、 

番号１８番は、栗駒地区の田１５筆 ２３，６０３㎡、畑９筆 ４，２２５㎡、合計 

２７，８２８㎡、農業者年金受給のため親子間の経営継承による使用貸借権設定の１案

件、 

番号１９番は、鶯沢地区の田１筆 ２６９㎡、相手方の要望による所有権移転売買の１

案件、 

以上、６案件が許可要件を満たしているころを説明。 
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議長（会長） 

次に、去る７月２４日、議席番号１０番 千葉 優子 委員、農地利用最適化推進委員

の 伊藤 重行 委員 及び 佐藤 みき 委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いいたします。 

それでは、佐藤 みき 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 みき 推進委員 

議案第１号 農地法第３条許可申請については、去る７月２４日に書類審査及び現地

調査を行いました。 

番号１４番から１９番までの詳細については、事務局から説明があったとおり、労働

力不足や経営規模拡大による売買、親子間の経営継承による使用貸借となっており、許

可にあたっては、特に問題はないものと判断してまいりましたので、ご審議の程、よろ

しくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から

１９番までの１９案件は、原案のとおり許可することに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第７、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から１９番までの１９案件は、原案のとおり許可することに、決定いたしました。  

 

 

議長（会長） 

日程第８、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 
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第１区の番号１番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 ４４６㎡、住宅用地として転用し、駐車場及

び物置を設置するものであり、農地区分は、宅地及び原野に囲まれた小集団の生産性の低

い第２種農地である旨の１案件が許可要件を満たしていること。なお、工事の一部がもう

既に着工していた経緯が見受けられることから、始末書の提出をいただいた旨の案件とな

っていることを説明。 

 

議長（会長） 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者から報告願います。 

 

２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者 

農地法第４条許可申請について、去る７月２３日に現地確認を行ってまいりました。 

ただいま、事務局から説明があったとおり、ほとんどが宅地の一部となっており、周辺

地も傾斜があり、周りにも農地が無いことから、許可にあたっては、特に問題はないと判

断してきました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号１番の１

案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 
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よって、日程第８、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号

１番の１案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して、宮城県知事に送付いたします。 

 

 

議長（会長） 

日程第９、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 

初めに、第１区の番号１番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑２筆 ６４１㎡、所有権移転売買により譲り受け、

住宅用地として転用し、個別分譲住宅（３戸）及び駐車場（６台）を建築造成するもので

あり、農地区分は、都市計画区域の用途指定地域内であることから、第３種農地である旨

の１案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長（会長） 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職武代理者から報告願います。 

 

２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者 

農地法第５条許可申請について、７月２３日に現地確認調査を行ってまいりました。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、申請地の宮野中央は、都市計

画区域内の地域で、周辺も宅地化が進んでおり、許可にあたっては、特に問題はないもの

と判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 
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次に、第２区の番号２番及び３番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号２番は、若柳地区の畑１筆 ９８７㎡、使用貸借権設定により法人代表者

の父から借り受け、業務用地として転用し、太陽光発電施設を設置して売電収入を得るも

のであり、農地区分は、都市計画区域の用途指定地域内であることから、第３種農地であ

る旨の１案件、 

番号３番は、金成地区の畑１筆 ２．９３㎡、所有権移転贈与により譲り受け、住宅用

地として転用し、隣接する宅地と一体的に利用し、隣地との境界に沿って木柵を設置する

ものであり、農地区分は、宅地に囲まれた小集団の生産性の低い第２種農地である旨の１

案件、 

以上、２案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、小野 大介 推進委員から報告願います。 

 

小野 大介 推進委員 

議案第３号について、現地を確認してまいりました。 

５条許可の番号２番については、民家と民家の間にある、何も作付けされていない畑で

ありました。許可にあたっては、特に問題はないものと判断してまいりました。 

番号３番は、端的に言えば、境界をまっすぐにし、木柵を設置するものであり、これも

特に問題はないものと判断してきました。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号４番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

第３区の番号４番は、花山地区の畑１筆 ５４４㎡、所有権移転売買により譲り受け、

業務用地として転用し、隣接する宅地、山林と一体的に利用し、太陽光発電施設を設置し

て売電収入を得るものであり、農地区分は、宅地及び山林に囲まれた小集団の生産性の低

い第２種農地である旨の１案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号１０番 千葉 優子 委員から報告願います。 

 

１０番 千葉 優子 委員 

議案第３号 農地法第５条の許可申請について、去る７月２４日に書類審査及び現地確

認調査を行ってまいりましたので、報告いたします。 

申請地は、譲渡人の所有地である宅地や山林に囲まれた畑であり、現地を確認しますと

何も作付けされておりませんでしたが、きれいに管理されている畑でありました。今回の

申請は、周辺の宅地や山林と一体的に利用するものであり、周辺も譲渡人の所有地である

ことから、特に問題はないものと判断しました。ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番から

４番までの４案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号

１番から４番までの４案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 
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議長（会長） 

 日程第１０、議案第４号、農用地利用集積計画について、を議題とします。 

初めに、第１区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、高清水地区の田５筆 ６，７４４㎡、所有権移転売買である旨の

１案件、 

番号２番は、一迫地区の田１筆 ２，０２２㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号３番から９番までの７案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号３番は、若柳地区の田１３筆 １２，６９３㎡、所有権移転売買である旨

の１案件、 

番号４番は、若柳地区の田１４筆 ９，１６４㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１案

件、 

番号５番は、金成地区の田１筆 ６，８５０㎡、所有権移転売買である旨の１案件、 

番号６番は、志波姫地区の田４筆 ５，４３９㎡、 

番号７番は、志波姫地区の田４筆 １０，６３３㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の２案件、 

番号８番は、志波姫地区の田１２筆 １３，９０２㎡、 

番号９番は、志波姫地区の田５筆 ４，５９８㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の２案件、 

以上、７案件を説明。 
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議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号１０番及び１１番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号１０番は、栗駒地区の田１３筆 ９，４３５㎡、 

番号１１番は、栗駒地区の田１筆 ３０５㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定である旨

の２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

   ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から１１番までの１

１案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から１１

番までの１１案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  
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議長（会長） 

 日程第１１、議案第５号 農用地利用集積計画変更願について、を議題とします。 

初めに、第１区の番号１番から６番までの６案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、瀬峰地区の田５筆 １３，７８２㎡、 

番号２番は、瀬峰地区の田１６筆 １４，７９５㎡、 

番号３番は、瀬峰地区の田４筆 ３，６７６㎡、 

番号４番は、瀬峰地区の田１筆 ７，４４０㎡、 

番号５番は、瀬峰地区の田１筆 １，４４５㎡、畑１筆 １，４０６㎡、合計 ２，８

５１㎡、 

番号６番は、瀬峰地区の田２筆 １，８４１㎡、いずれも、借受人が同一人である関連

案件で、当初の借受人が後継者へ経営移譲するため、賃貸借権設定の権利を移転するもの

であり、貸付期間は、移転前の残期間になる旨の６案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

 ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号７番から１１番までの５案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号７番は、志波姫地区の田２筆 ６，０２５㎡、 

番号８番は、志波姫地区の田３筆 ３，２５６㎡、 

番号９番は、志波姫地区の田３筆 ６，４５０㎡、 

番号１０番は、志波姫地区の田３筆 ５，２４６㎡、 

番号１１番は、志波姫地区の田１１筆 １１，７１２㎡、いずれも、借受人が同一人で

ある関連案件で、当初の借受人が後継者へ経営移譲するため、賃貸借権設定の権利を移転

するものであり、貸付期間は、移転前の残期間になる旨の５案件を説明。 
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議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

 ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第５号の農用地利用集積計画変更願についての、番号１番から１１番ま

での１１案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

 ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第５号 農用地利用集積計画変更願についての、番号１番か

ら１１番までの１１案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

 

議長（会長） 

 日程第１２、議案第６号 非農地証明願について、を議題とします。 

初めに、第１区の番号１番から４番までの４案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 ３９８㎡、願出地は、昭和５７年頃に取得し

たときから、既に駐車場として利用され、現在に至っているものであり、雑種地への地目

変更を願い出た旨の１案件、 

番号２番は、築館地区の田１筆 ９８４㎡、願出地は、昭和５５年の国土調査により分

筆されたときから耕作したことはないことから、周囲と同じく山林化され、現在に至って

いるものであり、山林への地目変更を願い出た旨の１案件 

番号３番は、瀬峰地区の田１筆 ２２㎡、願出地は、昭和５５年頃に父が取得したとき

から宅地と一体的に利用され、現在に至っているものであり、宅地への地目変更を願い出

た旨の１案件、 

番号４番は、瀬峰地区の畑１筆 １９０㎡、願出地は、昭和４９年頃に先代が宅地と併

せて取得した畑の一部が、取得したときから宅地の一部として一体的に利用され、現在に
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至っているものであり、今回は、分筆測量後に宅地への地目変更を願い出た旨の１案件、 

以上、４案件を説明。 

  

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、鈴木 孝夫 推進委員から報告願います。 

 

鈴木 孝夫 推進委員 

 議案第６号、非農地証明願いの４件について、去る７月２３日に書類審査及び現地確認

調査を行ってまいりました。 

番号１番から４番までの詳細については、事務局から説明があったとおりであり、 

番号１番の現地を確認しますと、写真でもわかるように道路から５０ｃｍぐらいの盛土

と、その上に敷き砂利が施されておりました。また、当日も２台の車が駐車している状況

でありました。取得したときから駐車場として利用され、２０年も過ぎた案件でもあるこ

とから、許可にあたっては、特に問題ないものと判断しました。 

番号２番の現地を確認しますと、写真でもわかるように、入り口らしきものが見受けら

れるものの、雑木林がひどく、現地までは行けない状況で、山林化しておりました。許可

にあたっては、特に問題ないものと判断しました。 

番号３番の現地を確認しますと、写真でもわかるようにブロック塀が設置され、庭木が

生い茂っているのを確認して参りました。許可にあたっては、特に問題ないものと判断し

ました。 

番号４番の現地を確認しますと、宅地の一部として永い間利用されているのが確認され

ました。許可にあたっては、特に問題ないものと判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号５番から７番までの３案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

第２区の番号５番は、若柳地区の畑１筆 ４３㎡、願出地は、昭和３５年頃から、先代

が自宅への進入路として利用し、現在に至っているものであり、今回は、分筆測量後に、

宅地への地目変更を願い出た旨の１案件、 

番号６番は、金成地区の畑１筆 １，２６４㎡、 

番号７番は、金成地区の畑１筆 １，７１１㎡、いずれもの願出地は、隣接の不整形地

で山林に囲まれ日照不足であることから、昭和４・５０年頃から耕作せずにいたところ、

周囲と同じく山林化され、現在に至っているものであり、山林への地目変換を願い出た旨

の２案件、 

以上、３案件を説明。 

 

 議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、小野 大介 推進委員から報告願います。 

 

小野 大介 推進委員 

 非農地証明願いについて、去る７月２４日に現地確認調査を行ってまいりました。 

番号５番につきましては、昭和３５年ごろから門口として利用されてきており、今回

は、門口の部分だけを分筆した後の申請ということもあり、致し方ないのかなと確認して

きました。 

番号６番、７番は、現地まで到着できるのか心配するような場所であり、現地を確認し

ますと、登記地目は、畑となっているものの、杉などが植林されている状態であり、農地

への復元は難しいものと確認してまいりました。 

以上、許可にあたっては、特に問題はないものと判断しましたので、ご審議の程、よろ

しくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号８番から１１番までの４案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 
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事務局 

第３区の番号８番は、栗駒地区の畑１筆 １５３㎡、願出地は、昭和５０年頃から耕作

をしておらず、自宅に隣接していることから庭の一部として利用し、現在に至っているも

のであり、宅地への地目変更を願い出た旨の１案件、 

番号９番は、栗駒地区の畑１筆 ２０４㎡、願出地は、平成５年に転用許可を受け居宅

を建築した際、宅地の錯誤により、申請地の一部に居宅が侵入し建てられ、現在に至って

いるものであり、宅地への地目変更を願い出た旨の１案件、 

番号１０番は、鶯沢地区の田１筆 ８２７㎡、畑１筆 １，８７２㎡、合計 ２，６９

９㎡、願出地は、昭和６０年代に耕作をやめ、周囲と同じく山林化され、現在に至ってい

るものであり、山林への地目変換を願い出た旨の１案件、 

番号１１番は、鶯沢地区の畑１筆 ６１６㎡、願出地は、昭和６０年頃に先代が耕作や

め、周囲と同じく山林化され、現在に至っているものであり、山林への地目変換を願い出

た旨の１案件、 

以上、４案件を説明。 

 

議長（会長） 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、伊藤 重行 推進委員から報告願います。 

 

伊藤 重行 推進委員 

 議案第６号、非農地証明願いについて、現地確認を行ってまいりました。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、 

番号８番は、宅地の一部として庭木が植えられておりました。 

番号９番は、申請地に居宅の一部が建っておりました。 

番号１０番、１１番は、周辺の山林と一体化されておりました。 

以上のことから、現地を確認しますと、４案件とも農地への復元は難しいものと判断し

ましたので、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 
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それでは、議案第６号、非農地証明願についての、番号１番から１１番までの１１案件

は、原案のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

      

―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１２、議案第６号 非農地証明願についての、番号１番から１１番まで

の１１案件は、原案のとおり、承認することに決しました。 

 

 

議長（会長） 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

これで、令和元年 第７回 栗原市農業委員会 総会を閉会いたします。 

ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

  ＜ 午後 ２時４４分 閉会 ＞ 
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